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◆
出
穂
期
以
後
の
水
管
理

 

出
穂
前
は
や
や
深
水
管
理
と
し
、

穂
へ
の
養
分
供
給
を
促
す
。
長
期
間

湛
水
状
態
に
す
る
と
根
の
活
力
が
低

下
す
る
の
で
、
出
穂
後
は
水
深
2
㎝

程
度
の
浅
水
に
す
る
。
そ
の
後
、
穂

ぞ
ろ
い
期
に
入
る
と
間
断
か
ん
水
で

根
の
活
力
維
持
と
登
熟
歩
合
の
向
上

を
図
る
。

◆
病
害
虫
防
除

・
ウ
ン
カ
類　

　

9
月
上
旬
に
田
を
見
回
り
虫
見
板

や
黒
い
下
敷
き
な
ど
を
使
っ
て
稲
の

株
元
を
は
た
き
、
１
株
に
5
頭
以
上

の
ウ
ン
カ
類
を
確
認
し
た
場
合
は
、

ト
レ
ボ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た
り
2
〜

3
㎏
／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
3
回
以

内
）、ト
レ
ボ
ン
乳
剤（
1
0
0
0
〜

2
0
0
0
倍
／
収
穫
14
日
前
ま
で
／

3
回
以
内
）
や
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水

溶
剤
（
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前

ま
で
／
3
回
以
内
）、
エ
ク
シ
ー
ド

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫

7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
等
を
株

元
ま
で
十
分
行
き
渡
る
よ
う
に
散
布

す
る
。

　

ま
た
、
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤

は
、
カ
メ
ム
シ
類
（
2
0
0
0
倍
／

収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）、

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
（
3
0
0
0
倍

／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）

も
防
除
で
き
る
。

・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

　

近
年
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ

ス
ミ
カ
メ
（
体
長
5
〜
6
㎜
。
体
は

細
長
く
淡
緑
色
。
触
角
が
赤
い
）、

ホ
ソ
ハ
リ
カ
メ
ム
シ
（
体
長
9
〜
11

㎜
。
黄
褐
色
。
肩
の
部
分
が
鋭
く
と

が
る
）
と
い
っ
た
カ
メ
ム
シ
類
の
加

害
に
よ
る
斑
点
米
の
被
害
が
増
加
し

て
い
る
。カ
メ
ム
シ
類
に
つ
い
て
は
、

出
穂
後
か
ら
乳
熟
期
に
か
け
て
も
み

を
吸
汁
さ
れ
る
と
斑
点
米
の
被
害
が

出
る
。
そ
の
た
め
、
出
穂
5
〜
10
日

後
に
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た

り
3
㎏
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）
な
ど
を
散
布
す
る
。

　

カ
メ
ム
シ
類
は
、
畦
畔
や
休
耕
田

の
い
ね
科
雑
草
か
ら
飛
来
し
て
く
る

の
で
、
出
穂
後
に
畦
畔
雑
草
を
除
草

す
る
と
、
カ
メ
ム
シ
類
が
水
田
内
に

移
動
す
る
。
よ
っ
て
出
穂
2
週
間
前

ま
で
に
は
、
ほ
場
周
辺
の
畦
畔
や
休

耕
田
の
雑
草
を
除
草
し
て
お
く
。

・
い
も
ち
病

　

常
発
田
や
い
も
ち
病
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
田
で
は
予
防
に
努
め
る
。

発
生
を
認
め
た
ら
、
ブ
ラ
シ
ン
バ
リ

ダ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0
0
倍
／
収

穫
14
日
前
ま
で
／
2
回
以
内
）
等
を

散
布
す
る
。

　

乳
剤
や
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
等
の
散
布

剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
風
の
強
い

日
を
避
け
、
散
布
機
の
圧
力
を
上
げ

す
ぎ
な
い
等
、
ほ
場
の
周
囲
に
飛
散

し
な
い
よ
う
、注
意
し
て
作
業
す
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
は
種 　

　

は
種
日
が
早
過
ぎ
る
と
「
と
う
だ

ち
」
や
分
球
が
多
く
な
る
の
で
、
は

種
適
期
を
守
る
。
主
な
品
種
の
は
種

時
期
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

苗
立
枯
病
の
防
除
の
た
め
、
は
種

床
を
土
壌
消
毒
す
る
場
合
は
、
バ
ス

ア
ミ
ド
微
粒
剤
（
10
ａ
当
た
り
20
〜

40
㎏
／
は
種
ま
た
は
定
植
21
日
前
ま

で
／
１
回
）
を
均
一
に
散
布
し
、
土

壌
に
十
分
混
和
し
た
後
に
散
水
し
、

土
壌
表
面
だ
け
で
は
な
く
、
土
壌
混

和
す
る
深
さ
（
15
〜
25
㎝
）
ま
で
湿

ら
せ
て
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
で
被
覆
し
て

7
〜
14
日
お
く
。
被
覆
を
取
り
除
い

て
か
ら
は
種
ま
で
の
間
に
2
回
以
上

耕
起
し
、
ガ
ス
抜
き
を
行
う
。

◆
育
苗

　

本
葉
2
枚
頃
ま
で
は
乾
燥
に
弱
い

た
め
、
10
月
中
旬
頃
ま
で
晴
天
の
日

は
か
ん
水
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
苗
立
枯
病

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
灰
色
か
び

病
と
の
同
時
防
除
を
か
ね
て
、
オ
ー

ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
80
（
6
0
0
倍
／

収
穫
前
日
ま
で
／
5
回
以
内
）
を
散

布
す
る
。

冬
キ
ャ
ベ
ツ

◆ 

定
植　

　

定
植
は
9
月
中
旬
頃
に
行
う
。
苗

は
、
育
苗
期
間
が
約
30
日
で
本
葉
が

5
〜
6
枚
の
頃
が
適
期
で
あ
る
。
定

植
が
遅
れ
る
と
結
球
が
悪
く
な
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
若
苗
を
使
う
。
セ

ル
成
形
苗
の
場
合
は
、
同
じ
時
期
に

は
種
し
、
10
日
前
後
定
植
を
早
く
す

る（
本
葉
3
〜
4
枚
が
適
期
で
あ
る
）。

定
植
後
は
、
活
着
す
る
ま
で
十
分
か

ん
水
し
、
植
え
傷
み
を
防
ぐ
。 

こ
ま
つ
な

◆
病
害
虫
防
除 　

　

施
設
栽
培
で
雨
が
多
い
場
合
に
は

白
さ
び
病
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の

で
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0

0
0
倍
／
収
穫
3
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）
等
で
発
生
初
期
に
散
布
を
行

う
。 

※

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
非
結

球
あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類
で
登
録
が

あ
る
。

◆
肥
培
管
理 　

　

露
地
で
は
秋
雨
の
害
が
出
や
す
い

の
で
、
高
う
ね
栽
培
し
、
水
は
け
を

良
く
す
る
。 

 

し
ゅ
ん
ぎ
く（
施
設
栽
培
）

◆
病
害
虫
防
除 　

　

葉
の
裏
に
白
い
カ
ビ
の
発
生
が
見

ら
れ
た
ら
べ
と
病
で
あ
る
。
年
に
よ

り
、
激
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

換
気
に
努
め
、ク
プ
ロ
シ
ー
ル
ド（
1

0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
―
／
―
）

で
早
期
防
除
を
実
施
す
る
（
発
病
後

の
散
布
は
十
分
な
効
果
が
見
ら
れ
な

い
の
で
発
生
前
か
ら
予
防
的
に
散
布

す
る
）。

　

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
は
、
ハ
ウ
ス

で
は
収
穫
後
に
う
ね
全
面
を
ビ
ニ
ー

ル
で
被
覆
し
、
地
表
下
の
温
度
を
上

げ
て
地
中
の
さ
な
ぎ
を
殺
す
こ
と
に

よ
り
、高
い
防
除
効
果
が
得
ら
れ
る
。

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
登
録
薬
剤
に

つ
い
て
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
じ
系
統
の
薬
剤
を
続
け
て
使
う
と

抵
抗
性
が
つ
い
て
効
果
が
低
く
な
る

の
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行

う
。

※

ク
プ
ロ
シ
ー
ル
ド
は
、
野
菜
類
で

登
録
が
あ
る
。

み
か
ん

◆
翌
春
の
発
育
枝
の
確
保

　

今
年
着
果
量
の
少
な
い
樹
は
、
来

年
の
着
花
（
果
）
過
多
が
心
配
と
な

る
。
軸
が
太
い
み
か
ん
で
も
品
質
を

無
視
し
て
遅
く
ま
で
残
し
、
翌
春
の

発
育
枝
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
着
果

量
の
多
い
樹
は
来
年
の
着
花
（
果
）

確
保
と
良
品
質
の
み
か
ん
生
産
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
摘
果
作
業

の
実
施
に
努
め
る
。

◆
土
壌
乾
燥 

　

品
質
の
良
い
み
か
ん
を
作
る
に
は
、

こ
の
時
期
に
排
水
を
良
く
し
、
土
壌

を
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
敷
き

わ
ら
を
取
り
除
き
、
土
壌
に
日
が
当

た
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除 　

　

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
に
加
害
さ
れ
る
と

果
実
の
着
色
が
悪
く
な
る
。
ま
た
、

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
に
加
害
さ
れ
る
と

「
ち
ゃ
ん
ぶ
く
ろ
」
と
呼
ば
れ
、
果

実
表
面
が
褐
色
で
が
さ
が
さ
の
状
態

に
な
り
商
品
価
値
が
無
く
な
る
。
被

害
が
出
て
か
ら
の
防
除
で
は
遅
い
の

で
、昨
年
被
害
の
認
め
ら
れ
た
園
は
、

必
ず
早
期
の
徹
底
防
除
を
心
掛
け
る
。

　

こ
れ
ら
の
防
除
に
は
、
8
月
下
旬

〜
9
月
上
旬
に
ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0
0
倍
／

収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）
を
散
布

す
る
。

　

黒
点
病
は
、秋
雨
前
線
が
停
滞
し
、

雨
が
多
く
な
る
9
月
中
旬
頃
か
ら
被

害
が
増
え
る
。
防
除
は
8
月
下
旬
〜

9
月
上
旬
に
予
防
的
に
ペ
ン
コ
ゼ
ブ

水
和
剤
（
4
0
0
〜
8
0
0
倍
／
収

穫
30
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
を
散

布
す
る
。

※

ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
か

ん
き
つ
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

　

9
月
の
重
点
管
理
は
、
葉
の
光
合

成
を
高
め
、
貯
蔵
養
分
を
高
め
る
こ

と
で
あ
る
。
貯
蔵
養
分
が
十
分
で
な

い
と
、
来
年
の
初
期
生
育
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

◆
枝
葉
の
管
理

　

果
実
の
着
色
促
進
と
葉
に
よ
る
す

り
傷
防
止
の
た
め
に
行
う
摘
葉
（
軸

は
残
す
）は
9
月
上
旬
ま
で
と
す
る
。

そ
れ
以
降
は
、
十
分
に
貯
蔵
養
分
を

蓄
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
摘
葉
は

行
わ
な
い
。

◆
病
害
虫
防
除

　

長
雨
が
続
く
と
、
葉
や
果
実
に
疫

病
が
発
生
し
、
早
期
落
葉
や
腐
敗
果

が
発
生
し
や
す
い
。
発
生
し
た
場
合

は
園
外
に
腐
敗
果
を
持
ち
出
し
、
ア

ミ
ス
タ
ー
10
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0

0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。

◆
秋
肥
の
施
用

　

み
か
ん
配
合
を
10
ａ
当
た
り
30
〜

40
㎏
施
肥
す
る
。
た
だ
し
、
施
肥
量

が
多
す
ぎ
る
と
枝
が
遅
伸
び
し
て
貯

蔵
養
分
が
消
費
さ
れ
る
た
め
、
枝
の

上
位
葉
の
状
態
を
見
て
施
肥
時
期
、

施
肥
量
を
判
断
す
る
。

も
も

◆
せ
ん
孔
細
菌
病
対
策

　

降
雨
や
強
風
に
よ
り
発
生
が
助
長

さ
れ
る
の
で
、
天
候
の
推
移
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
、
9
〜
10
月
に
新

梢
に
感
染
し
て
越
冬
す
る
。
来
年
の

感
染
源
を
減
ら
す
た
め
、
9
月
下
旬

〜
10
月
中
旬
に
か
け
て
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド

ー
4
1
2
（
30
〜
50
倍
／
―
／
―
）

も
し
く
は
ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド
ー
Ｄ
Ｆ

（
5
0
0
倍
／
開
花
前
ま
で
／
―
）

を
2
週
間
程
度
の
間
隔
を
空
け
て
2

回
散
布
す
る
。
た
だ
し
、
高
温
時
の

散
布
で
は
、
薬
害
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
こ
と
。

か
き

◆
カ
メ
ム
シ
対
策  　

　

例
年
被
害
が
多
い
園
地
で
は
、
園

内
の
観
察
を
き
め
細
か
く
行
い
、
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生
を
見
掛
け
た
ら
、

ス
カ
ウ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
5
0
0

倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）、

ま
た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前

ま
で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。
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＊
１
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。

＊
2
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
10
ａ
当
た
り
・
１
株
当
た
り
の
使
用
量
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。
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9月の農作業

◆
出
穂
期
以
後
の
水
管
理

 

出
穂
前
は
や
や
深
水
管
理
と
し
、

穂
へ
の
養
分
供
給
を
促
す
。
長
期
間

湛
水
状
態
に
す
る
と
根
の
活
力
が
低

下
す
る
の
で
、
出
穂
後
は
水
深
2
㎝

程
度
の
浅
水
に
す
る
。
そ
の
後
、
穂

ぞ
ろ
い
期
に
入
る
と
間
断
か
ん
水
で

根
の
活
力
維
持
と
登
熟
歩
合
の
向
上

を
図
る
。

◆
病
害
虫
防
除

・
ウ
ン
カ
類　

　

9
月
上
旬
に
田
を
見
回
り
虫
見
板

や
黒
い
下
敷
き
な
ど
を
使
っ
て
稲
の

株
元
を
は
た
き
、
１
株
に
5
頭
以
上

の
ウ
ン
カ
類
を
確
認
し
た
場
合
は
、

ト
レ
ボ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た
り
2
〜

3
㎏
／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
3
回
以

内
）、ト
レ
ボ
ン
乳
剤（
1
0
0
0
〜

2
0
0
0
倍
／
収
穫
14
日
前
ま
で
／

3
回
以
内
）
や
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水

溶
剤
（
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前

ま
で
／
3
回
以
内
）、
エ
ク
シ
ー
ド

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫

7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
等
を
株

元
ま
で
十
分
行
き
渡
る
よ
う
に
散
布

す
る
。

　

ま
た
、
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤

は
、
カ
メ
ム
シ
類
（
2
0
0
0
倍
／

収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）、

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
（
3
0
0
0
倍

／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）

も
防
除
で
き
る
。

・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

　

近
年
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ

ス
ミ
カ
メ
（
体
長
5
〜
6
㎜
。
体
は

細
長
く
淡
緑
色
。
触
角
が
赤
い
）、

ホ
ソ
ハ
リ
カ
メ
ム
シ
（
体
長
9
〜
11

㎜
。
黄
褐
色
。
肩
の
部
分
が
鋭
く
と

が
る
）
と
い
っ
た
カ
メ
ム
シ
類
の
加

害
に
よ
る
斑
点
米
の
被
害
が
増
加
し

て
い
る
。カ
メ
ム
シ
類
に
つ
い
て
は
、

出
穂
後
か
ら
乳
熟
期
に
か
け
て
も
み

を
吸
汁
さ
れ
る
と
斑
点
米
の
被
害
が

出
る
。
そ
の
た
め
、
出
穂
5
〜
10
日

後
に
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た

り
3
㎏
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）
な
ど
を
散
布
す
る
。

　

カ
メ
ム
シ
類
は
、
畦
畔
や
休
耕
田

の
い
ね
科
雑
草
か
ら
飛
来
し
て
く
る

の
で
、
出
穂
後
に
畦
畔
雑
草
を
除
草

す
る
と
、
カ
メ
ム
シ
類
が
水
田
内
に

移
動
す
る
。
よ
っ
て
出
穂
2
週
間
前

ま
で
に
は
、
ほ
場
周
辺
の
畦
畔
や
休

耕
田
の
雑
草
を
除
草
し
て
お
く
。

・
い
も
ち
病

　

常
発
田
や
い
も
ち
病
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
田
で
は
予
防
に
努
め
る
。

発
生
を
認
め
た
ら
、
ブ
ラ
シ
ン
バ
リ

ダ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0
0
倍
／
収

穫
14
日
前
ま
で
／
2
回
以
内
）
等
を

散
布
す
る
。

　

乳
剤
や
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
等
の
散
布

剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
風
の
強
い

日
を
避
け
、
散
布
機
の
圧
力
を
上
げ

す
ぎ
な
い
等
、
ほ
場
の
周
囲
に
飛
散

し
な
い
よ
う
、注
意
し
て
作
業
す
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
は
種 　

　

は
種
日
が
早
過
ぎ
る
と
「
と
う
だ

ち
」
や
分
球
が
多
く
な
る
の
で
、
は

種
適
期
を
守
る
。
主
な
品
種
の
は
種

時
期
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

苗
立
枯
病
の
防
除
の
た
め
、
は
種

床
を
土
壌
消
毒
す
る
場
合
は
、
バ
ス

ア
ミ
ド
微
粒
剤
（
10
ａ
当
た
り
20
〜

40
㎏
／
は
種
ま
た
は
定
植
21
日
前
ま

で
／
１
回
）
を
均
一
に
散
布
し
、
土

壌
に
十
分
混
和
し
た
後
に
散
水
し
、

土
壌
表
面
だ
け
で
は
な
く
、
土
壌
混

和
す
る
深
さ
（
15
〜
25
㎝
）
ま
で
湿

ら
せ
て
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
で
被
覆
し
て

7
〜
14
日
お
く
。
被
覆
を
取
り
除
い

て
か
ら
は
種
ま
で
の
間
に
2
回
以
上

耕
起
し
、
ガ
ス
抜
き
を
行
う
。

◆
育
苗

　

本
葉
2
枚
頃
ま
で
は
乾
燥
に
弱
い

た
め
、
10
月
中
旬
頃
ま
で
晴
天
の
日

は
か
ん
水
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
苗
立
枯
病

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
灰
色
か
び

病
と
の
同
時
防
除
を
か
ね
て
、
オ
ー

ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
80
（
6
0
0
倍
／

収
穫
前
日
ま
で
／
5
回
以
内
）
を
散

布
す
る
。

冬
キ
ャ
ベ
ツ

◆ 

定
植　

　

定
植
は
9
月
中
旬
頃
に
行
う
。
苗

は
、
育
苗
期
間
が
約
30
日
で
本
葉
が

5
〜
6
枚
の
頃
が
適
期
で
あ
る
。
定

植
が
遅
れ
る
と
結
球
が
悪
く
な
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
若
苗
を
使
う
。
セ

ル
成
形
苗
の
場
合
は
、
同
じ
時
期
に

は
種
し
、
10
日
前
後
定
植
を
早
く
す

る（
本
葉
3
〜
4
枚
が
適
期
で
あ
る
）。

定
植
後
は
、
活
着
す
る
ま
で
十
分
か

ん
水
し
、
植
え
傷
み
を
防
ぐ
。 

こ
ま
つ
な

◆
病
害
虫
防
除 　

　

施
設
栽
培
で
雨
が
多
い
場
合
に
は

白
さ
び
病
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の

で
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0

0
0
倍
／
収
穫
3
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）
等
で
発
生
初
期
に
散
布
を
行

う
。 

※

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
非
結

球
あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類
で
登
録
が

あ
る
。

◆
肥
培
管
理 　

　

露
地
で
は
秋
雨
の
害
が
出
や
す
い

の
で
、
高
う
ね
栽
培
し
、
水
は
け
を

良
く
す
る
。 

 

し
ゅ
ん
ぎ
く（
施
設
栽
培
）

◆
病
害
虫
防
除 　

　

葉
の
裏
に
白
い
カ
ビ
の
発
生
が
見

ら
れ
た
ら
べ
と
病
で
あ
る
。
年
に
よ

り
、
激
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

換
気
に
努
め
、ク
プ
ロ
シ
ー
ル
ド（
1

0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
―
／
―
）

で
早
期
防
除
を
実
施
す
る
（
発
病
後

の
散
布
は
十
分
な
効
果
が
見
ら
れ
な

い
の
で
発
生
前
か
ら
予
防
的
に
散
布

す
る
）。

　

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
は
、
ハ
ウ
ス

で
は
収
穫
後
に
う
ね
全
面
を
ビ
ニ
ー

ル
で
被
覆
し
、
地
表
下
の
温
度
を
上

げ
て
地
中
の
さ
な
ぎ
を
殺
す
こ
と
に

よ
り
、高
い
防
除
効
果
が
得
ら
れ
る
。

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
登
録
薬
剤
に

つ
い
て
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
じ
系
統
の
薬
剤
を
続
け
て
使
う
と

抵
抗
性
が
つ
い
て
効
果
が
低
く
な
る

の
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行

う
。

※

ク
プ
ロ
シ
ー
ル
ド
は
、
野
菜
類
で

登
録
が
あ
る
。

み
か
ん

◆
翌
春
の
発
育
枝
の
確
保

　

今
年
着
果
量
の
少
な
い
樹
は
、
来

年
の
着
花
（
果
）
過
多
が
心
配
と
な

る
。
軸
が
太
い
み
か
ん
で
も
品
質
を

無
視
し
て
遅
く
ま
で
残
し
、
翌
春
の

発
育
枝
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
着
果

量
の
多
い
樹
は
来
年
の
着
花
（
果
）

確
保
と
良
品
質
の
み
か
ん
生
産
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
摘
果
作
業

の
実
施
に
努
め
る
。

◆
土
壌
乾
燥 

　

品
質
の
良
い
み
か
ん
を
作
る
に
は
、

こ
の
時
期
に
排
水
を
良
く
し
、
土
壌

を
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
敷
き

わ
ら
を
取
り
除
き
、
土
壌
に
日
が
当

た
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除 　

　

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
に
加
害
さ
れ
る
と

果
実
の
着
色
が
悪
く
な
る
。
ま
た
、

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
に
加
害
さ
れ
る
と

「
ち
ゃ
ん
ぶ
く
ろ
」
と
呼
ば
れ
、
果

実
表
面
が
褐
色
で
が
さ
が
さ
の
状
態

に
な
り
商
品
価
値
が
無
く
な
る
。
被

害
が
出
て
か
ら
の
防
除
で
は
遅
い
の

で
、昨
年
被
害
の
認
め
ら
れ
た
園
は
、

必
ず
早
期
の
徹
底
防
除
を
心
掛
け
る
。

　

こ
れ
ら
の
防
除
に
は
、
8
月
下
旬

〜
9
月
上
旬
に
ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0
0
倍
／

収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）
を
散
布

す
る
。

　

黒
点
病
は
、秋
雨
前
線
が
停
滞
し
、

雨
が
多
く
な
る
9
月
中
旬
頃
か
ら
被

害
が
増
え
る
。
防
除
は
8
月
下
旬
〜

9
月
上
旬
に
予
防
的
に
ペ
ン
コ
ゼ
ブ

水
和
剤
（
4
0
0
〜
8
0
0
倍
／
収

穫
30
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
を
散

布
す
る
。

※

ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
か

ん
き
つ
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

　

9
月
の
重
点
管
理
は
、
葉
の
光
合

成
を
高
め
、
貯
蔵
養
分
を
高
め
る
こ

と
で
あ
る
。
貯
蔵
養
分
が
十
分
で
な

い
と
、
来
年
の
初
期
生
育
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

◆
枝
葉
の
管
理

　

果
実
の
着
色
促
進
と
葉
に
よ
る
す

り
傷
防
止
の
た
め
に
行
う
摘
葉
（
軸

は
残
す
）は
9
月
上
旬
ま
で
と
す
る
。

そ
れ
以
降
は
、
十
分
に
貯
蔵
養
分
を

蓄
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
摘
葉
は

行
わ
な
い
。

◆
病
害
虫
防
除

　

長
雨
が
続
く
と
、
葉
や
果
実
に
疫

病
が
発
生
し
、
早
期
落
葉
や
腐
敗
果

が
発
生
し
や
す
い
。
発
生
し
た
場
合

は
園
外
に
腐
敗
果
を
持
ち
出
し
、
ア

ミ
ス
タ
ー
10
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0

0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。

◆
秋
肥
の
施
用

　

み
か
ん
配
合
を
10
ａ
当
た
り
30
〜

40
㎏
施
肥
す
る
。
た
だ
し
、
施
肥
量

が
多
す
ぎ
る
と
枝
が
遅
伸
び
し
て
貯

蔵
養
分
が
消
費
さ
れ
る
た
め
、
枝
の

上
位
葉
の
状
態
を
見
て
施
肥
時
期
、

施
肥
量
を
判
断
す
る
。

も
も

◆
せ
ん
孔
細
菌
病
対
策

　

降
雨
や
強
風
に
よ
り
発
生
が
助
長

さ
れ
る
の
で
、
天
候
の
推
移
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
、
9
〜
10
月
に
新

梢
に
感
染
し
て
越
冬
す
る
。
来
年
の

感
染
源
を
減
ら
す
た
め
、
9
月
下
旬

〜
10
月
中
旬
に
か
け
て
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド

ー
4
1
2
（
30
〜
50
倍
／
―
／
―
）

も
し
く
は
ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド
ー
Ｄ
Ｆ

（
5
0
0
倍
／
開
花
前
ま
で
／
―
）

を
2
週
間
程
度
の
間
隔
を
空
け
て
2

回
散
布
す
る
。
た
だ
し
、
高
温
時
の

散
布
で
は
、
薬
害
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
こ
と
。

か
き

◆
カ
メ
ム
シ
対
策  　

　

例
年
被
害
が
多
い
園
地
で
は
、
園

内
の
観
察
を
き
め
細
か
く
行
い
、
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生
を
見
掛
け
た
ら
、

ス
カ
ウ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
5
0
0

倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）、

ま
た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前

ま
で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

 

ア ン サ ー

七宝早生7号

タ ー ザ ン

もみじ 3 号

七 宝 甘 7 0

9月23日～9月25日

9月23日～9月25日

9月25日～9月30日

品　種 は 種 日

9月28日～9月30日

表1 たまねぎのは種時期

9月30日
（11月定植）

10月10日～10月15日
（1月定植）

品　種 は 種 日

アブラナ科野菜（キャベツ、はくさい、なばな、こまつな、大阪しろな、チンゲンサイ）の根こぶ病対策

はくさい、なばな、
非結球あぶらな科葉菜類
（こまつな、大阪しろな、
チンゲンサイなど）

キャベツ

作 物 名

表2 各作物のネビジン粉剤の使用方法

使用回数

2回以内

1　回

使 用 方 法

作条土壌混和

全面土壌混和

作条土壌混和

全面土壌混和

10ａ当たりの
使 用 量

2 0 ㎏

20～30㎏

2 0 ㎏

20～30㎏

　昨年根こぶ病が発生したほ場では、できる限り
栽培を避け、アブラナ科以外の作物を輪作する。
また、根こぶ病発生の恐れがあるほ場では防除を
徹底する。防除は薬剤のみに頼らず、高うねにし
て排水を良くする、有機質資材を施用し土づくり
に努める等、耕種的防除を心掛ける。
 

◆薬剤による防除
①は種、または定植10日前までに石灰質肥料を
10ａ当たり100㎏、堆肥を２～３ｔ施用し、
全面耕起する。乾燥時にはかん水する。

②は種、または定植前にネビジン粉剤を右記のと
おり施用する。

薬 剤 名 希 釈 倍 数 使用時期／使用回数

※ IRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはな
らない。
※アファーム乳剤、トリガード液剤は、ハモグリバエ類で登録がある。

カスケード乳剤

トリガード液剤

アファーム乳剤

ベストガード粒剤

2000～4000倍

1000倍

2000倍

収穫7日前まで／2回以内

収穫7日前まで／2回以内

収穫7日前まで／2回以内

収穫3日前まで／1回

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

ー

10a当たりの散布液量IRACコード

表3 しゅんぎくのマメハモグリバエに登録がある農薬

15

17

6

4 A 10ａ当たり9㎏
（生育期株元処理）

＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

JAいずみの　2023年9月　3


